
第 6 8 期
報 告 書

2022年4月1日〜2023年3月31日



株主の皆様へ

　平素より格別のご高配を賜りまして厚く御礼を申しあげます。
　さて、当社第68期（2022年4月1日から2023年3月31日
まで）の報告書をお届けするにあたり、謹んでご挨拶申しあ
げます。

当期の概況
　当連結会計年度における経済情勢は、新型コロナウイルス
感染症に対する行動制限が緩和され、経済社会活動の正常化
が進んだものの、ウクライナ情勢の長期化による資源・エネ
ルギー価格の高騰、インフレの進行に伴う欧米諸国の金融引
締めと急激な為替変動等、予断を許さない状況が続いており
ます。
　当社グループが属する自動車業界におきましては、中国の
コロナ政策による供給網の混乱は落ち着いてきたものの、半
導体需給の逼迫等部品供給不足による自動車の生産変動の影
響に加え、原材料・エネルギー価格の高騰が続き、先行き不
透明な状況にあります。
　当連結会計年度（当社は2022年4月1日～2023年3月31日、
海外子会社は2022年1月1日～2022年12月31日）の業績に
つきましては、売上高は21,195百万円（前連結会計年度比
7.7％増）となりました。
　損益面につきましては、受注変動に対して効率的な生産体
制の構築を図るとともに、原材料価格やエネルギーコストの
高騰に対して、原価低減・経費圧縮に加えて価格高騰分の転
嫁に取組み、通期では営業黒字を回復したものの、営業利益
68百万円（前連結会計年度比73.4％減）、経常損失25百万円

（前連結会計年度は経常利益220百万円）、親会社株主に帰属
する当期純損失73百万円（前連結会計年度は親会社株主に帰
属する当期純利益307百万円）となりました。

配当について
　当社は、企業基盤強化のために必要な内部留保を確保しな
がら、安定的な配当の継続を基本に、業績及び配当性向等を
総合的に勘案して配当を決定しております。
　当期の期末配当は、一株当たり普通配当25円とさせて頂き
ました。なお、中間配当として一株当たり25円をお支払して
おりますので、年間の配当は一株当たり50円となります。
　次期の配当につきましては、一株当たり年間50円とさせて
頂く予定であります。

次期の見通しについて
　2024年3月期の連結業績見通しにつきましては、受注変動
に対する効率的な生産体制の構築、原価低減の強化とコスト
上昇分の転嫁に継続的に取組み、売上高22,400百万円、営業
利益360百万円、経常利益260百万円、親会社株主に帰属す
る当期純利益160百万円を見込んでおります。
　なお、実際の業績等は様々な要因等により大きく異なる可
能性があります。
　株主の皆様におかれましては、なお一層のご支援ご指導を
賜ります様お願い申しあげます。

飯塚　清

2023年6月
代表取締役社長



トピックス

　右のグラフは、売上高と営業利益の四半期毎の推移を表し
たものです。自動車生産の減少は、上海ロックダウンの影響
を受けた2022年4～6月期で底を打ち、半導体供給不足の影
響は残るものの、徐々に回復傾向となっております。
　当社グループの業績は、第2四半期以降回復に向かいました。
第4四半期には原価低減効果に加えて材料費や電力料高騰分の
転嫁が進み、2023年3月期通期で営業黒字を確保することが
できました。

■ 通期営業黒字を確保

■ EV戦略

■ 省人化設備導入事例
　自動車の生産変動の影響は当面続くものとみられ、材料価
格やエネルギーコストは高止まりの状態にあります。これに
対応して、当社グループでは少ない人員で製品を作る「省人
化」工程の構築を進めております。
　右の図はプレス機の省人化の事例です。プレス工程では材
料を機械にセットし、成形加工した後で製品を取り出し、最
後に検査をしますが、材料セットと製品取出しの工程を自動
化し、同じ仕様のプレス工程を複数並べることで、作業者1名
で操作可能となりました。

省人化設備（プレス機）

　現在、自動車業界は大変革期にあり、EV化（電動化）の大
きな波が到来しております。
　当社グループは、新技術開発に取組み、価格、軽量、性能
の面で競争力を高めて行くとともに、主力の日系自動車メー
カーに加えて、EV化で世界を牽引する中国EVメーカーから
の受注拡大を図ってまいります。
　EV化の先には脱炭素化があります。当社のリサイクル技術
を活かした製品を提供するとともに、市場回収リサイクル部
品の活用を図ってまいります。
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連結財務諸表

連結貸借対照表� （単位：千円）

科　　目 当連結会計年度
2023年3月31日

前連結会計年度
2022年3月31日

（資産の部）

流 動 資 産 12,993,931 12,774,608

固 定 資 産 10,507,965 10,270,167

有 形 固 定 資 産 8,126,992 7,921,134

無 形 固 定 資 産 414,241 403,451

投 資その他の資産 1,966,731 1,945,581

資 産 合 計 23,501,896 23,044,775

（負債の部）

流 動 負 債 8,986,852 8,918,188

固 定 負 債 3,449,458 3,349,870

負 債 合 計 12,436,310 12,268,058

（純資産の部）

株 主 資 本 9,590,747 9,839,738

資 本 金 2,167,399 2,167,399

資 本 剰 余 金 2,377,042 2,377,042

利 益 剰 余 金 5,050,073 5,298,887

自 己 株 式 △3,767 △3,589

その他の包括利益累計額 1,474,838 936,978

純 資 産 合 計 11,065,585 10,776,717

負債・純資産合計 23,501,896 23,044,775
（注）上記の金額は千円未満を切り捨てて表示してあります。

連結損益計算書� （単位：千円）

科　　目
当連結会計年度

2022年4月 1 日から
2023年3月31日まで

前連結会計年度
2021年4月 1 日から
2022年3月31日まで

売 上 高 21,195,973 19,679,624
売 上 原 価 18,245,062 16,664,303

売 上 総 利 益 2,950,910 3,015,321
販売費及び一般管理費 2,882,576 2,758,222

営 業 利 益 68,333 257,098

営 業 外 収 益 76,912 78,306
営 業 外 費 用 170,512 114,743

経 常 利 益 △25,265 220,661

特 別 利 益 － 213,916
特 別 損 失 30,107 46,583

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 △55,372 387,994
法 人 税 等 18,458 80,450

当 期 純 利 益 △73,831 307,543
親会社株主に帰属する当期純利益 △73,831 307,543
（注）	1. 上記の金額は千円未満を切り捨てて表示してあります。
	 2. 法人税等調整額は、法人税等に含めて表示してあります。

連結キャッシュ・フロー計算書� （単位：千円）

区　　分
当連結会計年度

2022年4月 1 日から
2023年3月31日まで

前連結会計年度
2021年4月 1 日から
2022年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 685,542 661,238

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,123,168 △148,121

財務活動によるキャッシュ・フロー △192,507 △82,880

現金及び現金同等物に係る換算差額 147,278 133,018

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △482,855 563,255

現金及び現金同等物の期首残高 3,858,085 3,294,829

現金及び現金同等物の期末残高 3,375,230 3,858,085
（注）上記の金額は千円未満を切り捨てて表示してあります。
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■ 売上高（単位：百万円） ■ 営業利益（単位：百万円）

■ 経常利益（単位：百万円） ■ 親会社株主に帰属する当期純利益（単位：百万円）

■ 1株当たり配当金（単位：円） ■ セグメント別・部品別売上高
その他

20百万円

売上高
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トランク部品
10,663百万円

フロア部品
4,421百万円

シート部品
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ルーフ部品
605百万円

その他自動車部品
1,318百万円
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株主様のご住所・お名前に使用する文字に関してのご案内
株券電子化実施に伴い、株主様のご住所・お名前の文字に、株式会社証券保管振替機構（ほふり）が振替制度で指定していない漢字等が
含まれている場合は、その全部または一部をほふりが指定した文字またはカタカナに変換して、株主名簿にご登録いたしております。こ
のため、株主様にご送付する通知物の宛先が、ほふりが指定した文字に置換えられる場合がありますのでご了承ください。株主様のご住
所・お名前として登録されている文字については、お取引の証券会社等にお問合せください。

決算期 3月31日
配当金受領
株主確定日
　　利益配当金
　　中間配当金

3月31日
9月30日

定時株主総会 6月中
基準日 毎年3月31日の最終の株主名簿に記載または記

録された議決権を有する株主をもって、その事
業年度に関する定時株主総会において権利を行
使することのできる株主とみなします。
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告い
たします。

株主メモ
単元株式数 100株
公告の方法 電子公告

（下記ホームページに掲載いたします。）
ただし、電子公告によることができない事故、
その他のやむを得ない事由が生じたときは、日
本経済新聞に掲載して行います。

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電話照会先） 電話 0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及
び全国各支店で行っております。

■ 会社概要
商 号 盟和産業株式会社
英 文 商 号 MEIWA INDUSTRY CO., LTD.
本 社 神奈川県厚木市寿町三丁目1番1号ルリエ本厚木
設立年月日 1956年5月8日（登記上は1950年11月30日）
主 な 事 業 1. 自動車内装部品の製造・販売

2. 住設資材等産業資材の製造・販売
資 本 金 21億6,700万円
従 業 員 230名（2023年3月末現在）
決 算 期 3月31日（年1回）
上場取引所 東京証券取引所　スタンダード市場（証券コード7284）

■ 株式の状況（2023年3月末現在）
①発行済株式総数� 3,502,859株
②株　主　数� 3,705名
③大　株　主

株　　主　　名 持　株　数
株

太 陽 生 命 保 険 株 式 会 社 210,120
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 208,300
株式会社　‌�陽 栄 180,355
株式会社　‌�三 井 住 友 銀 行 130,926
株式会社　‌�プ ラ イ ム ポ リ マ ー 119,200

■ 営業所及び工場
本 社 中 国 統 括 部
東 京 営 業 部 第 一 生 産 部（旧 岐阜工場・甲府工場）
東 海 営 業 部 第 二 生 産 部（旧 長野工場）
広 島 営 業 所 　
住 宅 営 業 部

■ 子会社
盟和（大連）汽車配件有限公司
盟和（佛山）汽車配件有限公司
MEIWA INDUSTRY（THAILAND）CO., LTD.
MEIWA INDUSTRY NORTH AMERICA, INC.
MEIWA INDUSTRIA MÉXICO, S.A. DE C.V.

■ 取締役（2023年6月27日現在）
代 表 取 締 役 社 長 飯 　 塚 　 　 　 清
取 締 役 副 社 長 執 行 役 員 丸 　 茂 　 康 　 弘
社 外 取 締 役 原 　 　 　 秋 　 彦
社 外 取 締 役 市 　 川 　 一 　 郎
社 外 取 締 役（ 監 査 等 委 員 ） 森 　 山 　 弘 　 和
社 外 取 締 役（ 監 査 等 委 員 ） 小 　 峰 　 　 　 光
社 外 取 締 役（ 監 査 等 委 員 ） 梶 　 谷 　 太 　 作

※この報告書に関するお問合せは下記までお願いいたします。
総合管理部　電話046（223）7611
https://www.meiwasangyo.co.jp/

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。


